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令和３年第６回熊野町議会全員協議会

会議録

１．招集年月日 令和３年６月２９日

２．招集の場所 第１委員会室

３．開会年月日 令和３年６月２９日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席議員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席議員（０名）

なし

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のため出席した者の職氏名

なし

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．案件

【議会】

（１）意見交換会について（協議）

（２）視察のあり方について（協議）
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（３）その他

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会９時４４分）

○議長（大瀬戸） おはようございます。

議員の皆様方、本日はお忙しい中、全員協議会にお集まりいただきましてありがとう

ございます。皆様から様々な御意見を頂きながら本日の全員協議会を円滑に進めていき

たいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、ただいまから全員協議会を開会します。

本日は、議会からの協議案件２件を協議いただくこととしております。

それでは、早速、協議に移ります。

これより協議案件、意見交換会について協議をします。

先月はちょっと時間の都合でやっておりませんが、その前のときの話の続きというこ

とになります。

その前に、ワールドカフェの件で皆様から意見を頂いて、また教育長と話をしてみる

ということになりまして、それから教育長と話をさせていただきました。それをしたの

がちょうど非常事態宣言の始まる直前ぐらいだったと思うんですけど、広島県がかなり

大変増えてきている時期でございまして、当然ちょっとこれは予測が不能であるという

共通認識で、なかなかこれは今の状況では難しいんじゃなかろうかというようなところ

で意見が一致したということがあります。

残念ながら、これから先、準備するにもなかなかやっぱりコロナの収束がちょっとめ

どがつきませんので、今年はちょっと断念したほうがいいんじゃないかというようなこ

とでお話をさせていただきました。そういったわけで、教育長とは今年度の断念という

のを確認し合ったということでございます。

これについて、何か御意見はありますか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 座っとってええ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） コロナ中は着席でお願いします。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 議長主導でこれどんどん進められておるわけでございますが、基本条

例の件も、時光さんに渡しましたけれども、皆さん、どの程度読まれたかにもなるんで

すが、基本中の基本がなかなか伝わりにくかったんかなというのは、例の１年半前の強

制的な事例がありましたね。ということは、幼稚園の生徒でも分かる約束を守るという

ことがこの議会でできとらんわけですよ。決まったことを。だから議会で決まったこと

は守るということを皆さん一筆書く。そういうとこから始めないと、進めてもほんとに

はしごを外さりゃせんかなと思って不安なんよ。分かります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今の話は、ワールドカフェを教育長との話の中で本年度は開催しにく

いと、できないという結論になったという話ですよ。進めているわけじゃないですよ。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） いろいろ意見が出て、どんどん進めてくださいと、協議されたらどう

ですかいう意見も出るんじゃけど、私はその以前、一番原点なんよ。議会というのは合

議制で要は決めていくわけですよ。特別委員会で決まったこと、２回もやったこと、そ

ういうことをひっくり返されとって、これ話合いが成り立つんじゃろうかのと、これ。

信用できるんかいのと。ここをまず固めていただかにゃ、まさに議論が進まんのだと思

うんですよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ちょっと話が、ちょっと焦点が違う話のようですね。

ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） それでは、このワールドカフェにつきましては、本年度は見送るとい

うことでよろしいですね。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） では、そうさせてもらいます。

それから、もう一つのほうの意見交換会、今までの話の中で出てきました、提案した

意見交換会ですが、各常任委員会で進めてもらいたいところではあるんですが、これも

同じようになかなか、本年度は前に行こうというのがなかなか難しいのかなというふう
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に思っております。もし機会がありましたら、あるいはまた、広島県の場合は１１日に

特別措置が明けそうではありますが、このまま収束かどうかというのは全く見えません

ので、もし収束をしていけば話は進められるのかなというふうに思っておりますけど、

そこら辺で、条件はやはりコロナ収束かなというふうに思っておるところでございます。

各常任委員会で、あるいは常任委員会じゃなくても、この場でもいいんですが、お話

を、意見があればまた言っていただければと思いますので、意見交換会につきましても

このあたりの話で終わりたいと思います。もちろん意見交換会をしないと決めているわ

けではありません。取りあえずコロナ収束までは話が進まないだろうということでござ

います。

それでよろしいですか。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） それでは、意見交換会につきましてはこの程度として、次に移りたい

と思います。

続いて、協議案件、視察のあり方について協議をします。

この話もやっぱりあれなんですが、以前、１１月、資料をお渡ししていると思うんで

すが、１１月の全協で、この６月あたりに話をすればいいというようなことがありまし

た。それで少し間は飛びましたけど、６月になりましたので、この話をまたしてみたい

と思います。

私のこの視察のあり方という分の視察というのは、いわゆる全員で行く視察のことで

ございます。常任委員会ごとの視察に関しましては、自分の思っているのは、各常任委

員会で判断してもらえばいいのかなというふうに思っております。もちろん今はどこの

自治体も恐らく受入れ態勢はないと思いますので、今すぐというのは難しいかと思いま

すけど。これも先ほどの話と同じように、コロナの収束というのが条件になるとは思う

んですが、常任委員会ごとの視察については常任委員会にお任せしたいと思いますが、

それでよろしいですか。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） それで、全員で行く視察です。これに関しても今のところ、なかなか

コロナの問題で行けないと思いますし、これを最初の話というか、私の提案では、代わ

りに例えば講演者とか、知識人の方を呼んで勉強会を開いたらというようなことであり

ましたけれども、何分、それもなかなか難しいというようなことがあります。この全員
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で行く視察について、御意見があれば伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 視察もいろいろなやり方があろうと思うんですが、東部の防災センタ

ーができました。避難所なんですね。避難所に避難して一泊した体験がこの中におられ

るかどうかなんですけども、私はぜひあそこに一泊避難体験したらどうかと。どんな状

態で。犬も何匹か持っていって、どんな状態になるか。ほんと設計の段階からずっと検

証していかにゃいけんのです、これ。議員の意見、地域の意見は全然あの中に入ってな

いです。で、どういう建物ができたかというのは皆さん見られたと思いますが。

今、足場が建っております。この一番原点は工期が短いということです。コンクリー

トというのは化学反応でできるものですから、エフロというのがどんどんどんどん出て

まいりますので、役場の仕事、職員の仕事が増えるんですね、これ。屋根をつけるいう

て前は言いよっちゃったんじゃけど、これはでんでん虫みたいな形になった。ただ、町

長がうんと言わんかったら、この山本理顕もよう造らんかったと思います。だから、ど

ういう検証の中でこれができてきたか。

で、反対であれば反対という意見を言うとかないと、例の１年半前のときでも、反対

やったんじゃがいうて、反対意見がそこに出とらにゃ、反対した意味はないわけですか

ら、そういう議論の仕方の体質をつくっていかにゃいけん。だから、ぜひ私は全員であ

そこへ一泊、泊まるようなやり方をお願いしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今、御意見がありました。その意見に対してでもよろしいですし、別

でも構いませんが、ほかに御意見ありませんか。

民法議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１１番（民法） 目的というか、我々が泊まってというか、そりゃ我々だけならええけ

ど、また執行部の、我々が勝手に泊まるわけにいかんわけで、また執行部の手もかける

し、避難所をどういうふうな目的で我々が泊まるかということも考えて泊まらんと、た

だ遊び心にただ泊まってという、その目的がどうかなと私は思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにはございませんか。
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まず、一つ、今まで例年やってきた全員での視察のことですが、これについてはコロ

ナの問題というのがありますが、今年度は。前年度は中止しました、去年はね。今年度

は中止という形でよろしいでしょうか、どうでしょうか。

山吹議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） 前に皆さん言われてるんよね、１１月２５日に。これを見ながらちょ

っとまとめてみんさりゃええと思うんじゃけどね。これだったら、今そうやって視察へ

行くような状況でもないし、据置きということで、また今後、そういうどうしても行か

にゃいけんような案件があれば行かせてもらえばええと思うんで、今の状況は行けるよ

うな状況じゃないと思うし、今中止とかなんとかを決めんでも、予算組みしてあるんじ

ゃけえ、それで没になって、またほかの予算が浮きゃ、どこかで使ってもらえばええわ

けじゃけ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ということは、年内にもしかして、例えば。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） そうそうコロナが落ち着いたら。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 落ち着いたとしたら、行けばいいということですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） そうそうそうそう。これ皆さん書かれてるよ、ちゃんとそのとき。何

回も堂々巡りで、同じことをしよっても駄目よ、ある程度まとめにゃ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 光本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） 今の山吹議員の意見に賛成です。今、これは急いでするかせんか結論を

出すような案件じゃないと思いますので、状況が見えたときに、ほんとにこれなら行け

るという段階で現実的な話合いをするほうが賢明じゃないかと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 尺田議員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） ちょっと教えてもらいたいんじゃけど、別件っちゃ別件かもしれんのじ

ゃけど、今年度、議長会のほうで研修をするじゃろうみたいなのをちょっと小耳に挟ん

どったんじゃけど、今回の緊急事態宣言を受けて、あの話は県のほうはどうなりそうな

んじゃろうか。安芸郡でもするかもしれんいうような話も聞きよったんじゃけど、ちょ

っと参考に聞いてみたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今年度ですね。まず、議長会で全国大会というのが予定では５月にあ

りましたが、中止でした。それから、夏頃にも恒例のがあったんですが、これも中止で

す。それから、議長会主催の県内の町の議員さんが集まる、あのＫＫＲじゃないわ、あ

りますよね、年に二、三回あるやつですが、これ８月に予定してあったものはこの間議

長会役員会で中止を決定しました。ですから、議長会絡みのイベントはほぼ中止です。

研修も何もかもなしです。今決めているのは、だから８月末の研修の中止は決めました

けど、それ以降はまたおいおいということでございます。

尺田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） じゃあ県の議長会のほうは、さっき山吹議員やら光本議員がおっしゃっ

たような格好でという流れなんですよね。そのときそのときに応じてまた判断していこ

うという。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 日程が決まっとるんです、大体大まかに。ですから、キャンセルので

きる時間までは様子を見て、キャンセルの期限ですよという頃に決めるという形を取っ

ています。ですから、今度は１２月だったか、２月ぐらいにあるんですけど、実はそれ、

メルパルクであるんですけど、３か月前が期限なんだそうですね。ちょっと長いとは思

うんですけど、３か月前に決めるというやり方をしてます。

うちの場合は、おおむね秋頃に行ってましたから、そういった意味で６月ということ

なんですが、ずらしてもしよくなって、年明け頃にどうしてもここを見ておきたいとい

う皆さんの意見が盛り上がれば、もしそれでコロナの問題がなければ、そこで検討する

ということにしましょうか。

荒瀧議員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） ちょっと本末転倒なんよ。常に常任委員会もテーマを決めてやっとる

わけでしょう。だから、そういう意味では候補地はもう常に出とかにゃいけんわけです

から、全体で行くときにある常任委員会はここへ行こうやという提案があってもええわ

けですからね。日にちが決まって、行き先が先じゃない。議会としてのテーマは何なの

かというのを常にここの場で議論しとかにゃいけんと私は思いますが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかに御意見ありますか。

沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） これ以前も出てたと思うんですけれども、視察がない年には著名人を招

いて講演会、勉強会を行うということなんですが、これについて過去に、今まだ実現さ

れてないですよね。ですから、もう今年度は中止にするんであればそのような段取りを

していただいて、しっかり勉強会を開いていただければと思います。今、議長おっしゃ

ったように、広島県の町議会議員研修会もずっと何年もありませんし、本当に勉強する

機会がないというか、１期生の方は特にね。もうなってからずっと中止になってますし、

せっかくそういう意見が出てるので、視察に行かないのであれば、しっかり勉強会を持

つべきだと思いますので、お願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 今の講演会のときの件ですが、私は常に思うのが、講演会もやりっ放

しなんです。終わった後、日を変えたほうがいいと思いますけど、みんなで集まって、

どういうふうにこの講演を聞いたか。やっぱりお互いの共通認識を持つ場が必要だろう

と思うんですね。だから、多分受け取り方は様々ですので、様々１６人の意見があって、

より実りのある講演会になると私は思いますので、ぜひ講演会の後、みんなでどういう

ふうに聞こえたか、どういうことが勉強になったか、これを発表する場、意見交換がで

きる場をつくっていただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございますか。
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（「なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） それでは、全員で行く視察につきましては、先ほど来出てますように、

行けるような状況になったときにまた行くというような体制でおるということでよろし

いですね。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） それから、行かない場合の意見として、誰かを呼んで勉強会を開くな

り何なりするということになると思いますが、まあコロナで行かれない場合は多分来る

のも大変かなとは思います。リモートでできればいいんですが、追いついていないとい

うのがあります。

そういうことで、じゃあ視察のあり方につきましてはこの程度で、次に移りたいと思

います。

続いて、その他ですが、何か。広報のほうからありますか。広報のほうからはいいで

すか。

じゃあ、ちょっと資料を。沖田議員に資料を頂きましたので、ちょっとこれを皆さん

に見てもらって、ちょっと説明をしていただきたいと思います。座ったままでいいです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） すみません、議長の許可を得ましたので、発言をさせていただきます。

今お配りしましたのは、地方議員研究会で、研究所長のほうから、これ研修に参加さ

れた議員さんからの提供資料なんですけれども、６月議会におきます発言の取消し、そ

れに関わる議会運営、様々皆さん思いがあると思うんですけれども、やはりこういった

ことが起きたときには、諏訪本議員からもありましたように、しっかり我々が一人一人

が学んで、今後どのような対応をしていけばいいのかということをしっかり勉強してい

く必要があると思いましたので、資料提供をさせていただきました。

下に１２、１３、１４、１５とページ数が振ってあると思うんですが、１３ページの

ほうに、９番、不穏当発言の該当基準というところで書いてあります。１番、無礼な発

言。２、他人の私生活にわたる発言。３、発言の根拠が不明確である発言や事実と異な

る発言。４、基本的人権を侵害する発言。このような発言があったときには、発言の取

消しを行う必要があるということでございます。

１４ページのところに、発言の取消し方法というところがあります。このたび、１番

のところに、発言者自身による発言の取消しを行う場合ということで、１２９条１項に
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基づく議長の秩序維持下による取消し命令または取消し留保の宣告の場合ということで、

これは議場における議会運営の権限を持っていらっしゃる議長が発言の取消しを行うと

いうことでございます。

今回、それがなされなかったことにより、ほかの議員が何かするすべはないのかとい

うところで、動くことができなかったということで私自身反省をしているところなんで

すけれども、ほかの議員による発言取消しを要求する動議の場合ということもございま

す。ですので、議長がもしも発言の取消し、発言の停止を求めなかった場合に、我々１

５人の議員が動議を起こしてその発言の取消しを要求することができるということを、

今回しっかり一人一人が学んでいくべきではないのかなと思ったので、資料提供をさせ

ていただきました。

今回の議会、傍聴をされていた方からも、様々な御意見を頂いております。なぜ止め

られなかったのかということに関しては、諏訪本議員も発言されたように、我々議員一

人一人にも責任がありますし、もちろん議会を運営していく上で権限を持っていらっし

ゃるのは議長のみでございますけれども、我々もそういった動議を起こすということが

できるということをしっかり頭に入れて、今後、円滑な議会運営が行えるようにしてい

きたいと思いますので、皆様、ぜひ参考にしていただきたいと思います。よろしくお願

いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。

これに関して何かあれば、この際、御意見があればお願いしたいと思いますが。

この削減につきまして、発言の取消しにつきまして、今後、荒瀧議員とお話をしなが

ら、それでいつ頃上がるんじゃったかな、議事録は。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会事務局長（西村） ちょっと近日中には上がると思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 近日中に上がるということなので、議事録が上がり次第、また検討さ

せてもらいたいというふうに思っております。当然、その結果につきましては報告をい

たします。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○１２番（荒瀧） １３ページなんですが、今度はしっかり証拠のある情報をもって対応

してまいりますので、失礼いたしました。下の段、私生活に関わる問題なんですけども、

他人のと、要は私らは公人ですよね。だから、他人というのはどういうレベルを指すん

でしょうかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 法律的なことはちょっと私も詳しくはないですが、一般的に、要する

に自分以外の人ととっていいんじゃないですか。公人とか、一般人とか、議員とかとい

うことではなくて。だから、今回のように、町長に対してじゃなくても、例えば一般人

に対しても、同じこと。議員同士でも。例えば職員でも。そういうことだと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） あなたの見解じゃなくて。議会事務のね、東京にもおられるわけです

から、公人の立場であれば、ある意味じゃあプライベートはないとこもあるでしょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そんなことはないですね。この法律に関してはそれはないです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） そうなのかね。どうかよう分からん。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 実際にこの対象者というのは、他人という対象者というのは、執行部

も、あるいは同僚議員もということです。議場の中のことです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） そこはまた考えてみましょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございませんか。

諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） だから、取り消すということについて、あの場でも言わせてもらいま

したが、要するに実際に生で見ておられる方もおられるわけですよね。だから、そうい

った人らに対して、やっぱりきちっと、こうだからこう取り消したんだということはや

っぱり議会として説明する責任があると思うんですよ。だから、それを私はうやむやと

いう言葉で言うたんですけども、だからやっぱりあのときにしゃべったかどうかちょっ
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と覚えてませんけど、例えば人事というような形であるとか、あるいは降給というよう

な形にするか、あるいは注意、文書での指導とかいうことによって、なぜこうなったか

ということをやっぱりちゃんとけじめをつけておく必要があると。議会としての説明責

任があるというように私は思うんですよ。それがうやむやでないということの私の気持

ちなんですが。ぜひこのすばらしい資料を今見させてもらいましたけど、ぜひともこの

たびのことがこれで終わるんじゃなしに、やっぱりきちっとした説明を町民に対してす

べきだというふうに思います。よろしくお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ちゃんと整理をしようとは思います。それと、ただ、法律上、取り消

した部分をもう一度発表するみたいなことをすると、そこでまた不穏当な言葉を表に出

さなきゃいけなくなるので、ある程度は言ったそのままの言葉というのは使いにくいと

ころがあるんです。ですから、例えばこうこうこういった言葉を取り消しますといった

ら、それはまた議事録に残って意味がなくなってしまうというのがあるんですよね。で

すから、我々は中身を知ってるんで、不穏当な言葉があった、表現があったというよう

な表現になるかと思います、具体的な言葉でなくてね。そこら辺のニュアンスは若干変

える必要が出てくるというのはあります。そこらも含めて、これからちょっと検討させ

てもらいたいと思います。

山吹議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） １３ページに書いてあるように、９番のところに書いてあるじゃない。

これに当てはまるから取り下げたということでいいんじゃないですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そういう表現になる。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） それでええと思うんよ。余り深く考えて、何を言うたかまた掘り起こ

して出せというのもあれですし、これに当てはまるから取り下げましたということで。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 先ほど言うように、こう言ったのが駄目ですとは言えないということ

なんです。同じそれをまたもう一回言うことになりますので、記録に残るので。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



－51－

○１３番（山吹） それも出せんでええがね、・・・議員さんが聞かれたらそういう説明

をされたらええと思うし。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そういうことで、よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） それでは、今の件につきましてはこのあたりとしたいと思います。

それから、広報委員会としてはないですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 各常任委員会のやつですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 何か一般質問に関して何か。ここで言うことはなかった。いいですか。

はい、分かりました。

それでは、以上をもちまして、全員協議会は終了とします。

（閉会 １０時１７分）
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上記の記録の内容が正確であることを証するため署名する。

熊野町議会議長

熊野町議会副議長


